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「育児と仕事に関するアンケート」結果から 
（自由記述） 

子育てのための施設が無い！ 
（沼田には、児童館など雨の日や冬場に屋内で遊ばせられる施設がない。） 

職場の理解が無い！ 
（子育てと仕事の両立について、会社や上司、同僚に理解して欲しい。） 

病児保育の施設が無い！ 
（子どもが風邪ひいた時など、保育園等にも預けられず、仕事を休まなけ 
 ればならない。一時的に預けられる病児保育施設があったらいい。） 

気軽に相談できる場所が無い！ 
（子どもの成長のことや、再就職のこと等々、育児は不安だらけなので、 
 気軽に相談出来る場所があったらいい。） 
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昨年度の 回答者  ８７１名 



育児と仕事が両立できる社会にするための政策提案 

企業に対する子育て制
度の充実、是正の推進 

誰もが育児休業制度を利用できるように、企業へ
の推進を継続的に行う 

子育てと仕事の両立がしやすい職場環境の整備、
是正について企業への推進を行い、優良企業の表
彰制度を導入する。 

保育施設、学童の充実 

土日、夜間に対応出来る、保育施設、制度の充実
を図る。各小学校ごとに学童を設置する。 

子どもが病気の時に預けられる病児保育施設を設
置をする。 

子育て施設の設置 

相談窓口の整備、充実 
土日夜間に、子どもの成長など子育てに関すること、
母親のストレスによる精神的なことなどを気軽に相
談出来る窓口を設置する。（電話対応含む） 

再就職支援施設を設置し、（再）就職希望者への就
労支援（就業先斡旋、就職セミナー開催、相談）を
行う。               ※ 女性版ジョブカフェ 

児童館など、雨の日や冬場に屋内で遊ばせられる
施設を増やす。（土日も利用可能な施設） 

再就職の支援 
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昨年度の 



相談窓口もある 
子育てサロンやサークルもある 

直接、聞いてみよう！ 

施設を新たに作ることは困難 
要望も１番多く「遊び場」は大切 

なぜ相談できないんだろう？ 

どんな場所が必要なんだろう？ 

アンケート結果から気になったこと 

★気軽に相談できる場所が無い！ 

★子育てのための施設が無い！ 
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「子育てカフェ」 
アンケート協力者 
わいわいくらぶ参加者 
子育てネットワーク団体 

昨年度の 
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「気軽に相談できる場所」について 

・保健師訪問を増やしてほしい。家の方が落ち着いて 
 話せる。 
 子育て支援センターなどに出かけられない人もいる。 

子育てカフェで聞いてみました① 

・専門家には相談しにくいこともある。 

・同じ人に継続して相談にのってほしい。  

つづく 

（基本的なことを専門家に聞くのは遠慮が 
 ある） 
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子育てカフェで聞いてみました② 

・身長体重を自由に計れるところがない。 

・子育て情報誌が知られていない。 
 （日頃インターネットで情報を得ている） 

・マタニティセミナーには、初産だけ 
 でなく経産婦も参加できると安心 

・子どもに関する手続きの窓口が別々で分かりにくい。 

・子育て情報の更新が遅い。 

（乳児期は10ｇの増減に一喜一憂。現状では、健診と月１回育児  
 相談のみ。前橋ではデパートの授乳室に置いてあったりする） 

（出産は経験していても間隔が空いたり、 
 ２人目３人目はやはり初めてなので不安） 

（こども広場の運営は市からの委託だが、ＨＰ作業は別で人手が 
 間に合っていない） 



7 



8 

「遊び場」について 

・「こども広場」せまい。 

子育てカフェで聞いてみました③ 

・将来できても、今の子には間に合わ 
 ない。 

・子育てサロンの会場確保が大変 

・市の施設をもっと利用出来ないのか。 

・今あるものを利用して柔軟に素早く 
 対応してもらった方が、考えても  
 らっていると感じる。 

なくなったら 
困る！ 
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「仕事をすること」について 

・待機児童はいないけど、希望園に希望時期に入れる 
 とは限らない。 

子育てカフェで聞いてみました④ 

・病気の時にも預けられる園 

・日曜祝日に預けられる園がないので、職種によっては 
 就職できないと心配。 

・就職活動を始めたいが、子連れではしにくい。 

・ファミリーサポートセンターや一時預か 
 りの手続きが簡単で利用しやすいといい。 
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不安 
に変えるために 
  

を 

子育て中は、毎日いろいろな場面で、心配や不安を
たくさん感じていることがわかります。 

心配 



「子育て世代包括支援センター」への期待 
   ～ここがあれば安心！な場所に～ 
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・土日夜間などいつでも相談できる窓口がある 

・希望に応じて保健師の定期的な訪問 

・再就職支援（講座や就職相談・託児付き） 

・専用電話や専用アドレスでの相談 

・子育てカフェ（みんなが集える場所） 

気軽に相談できる場所がほしい！ 

・子育て中の人こそ一緒に情報発信に参加できる 
 仕組み。       （必要な情報を望ましい形で提供できる。子育てネット 
       への協力やアルバイト程度でも仕事につながれば） 
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＊電話相談してもいい、簡単なことでも聞いても 
 いいともっと周知。 

＊自由に話せる「ママ友コーナー」 

＊マタニティセミナーへの経産婦の参加も可能に。 

＊よくある手続きの窓口一覧表（場所案内付き） 

＊体重計が自由に使える。 （できれば質問やアドバイスも） 

（イスだけでも・旧喫煙スペースの再利用） 

＊冊子はもっといろいろな場所に置く。 
 （子育てサロン･小児科のある病院待合室等） 

気軽に相談できる場所がほしい！ 

（子育て情報誌もＨＰに掲載） 

＊情報はインターネット検索が簡単な提供方法に。 

（抵抗感を減らしてもらえると聞きやすい） 
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「児童館」がほしい 

・成長に合わせた空間が確保されると安心 
 （乳児～就学前～小学生） 

・お母さん達もリフレッシュできる場所もある 

・子育て中の人による子育てのためのイベントが  
 企画実行できる場所 

・冬期や雨でも楽しめる施設がほしい 

・子育てカフェ（みんなが集える場所） 

子育てのための施設がほしい！ 
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＊保健福祉センターのホールを定期的に利用 
 できるようにしてほしい。  
  

＊ＧＢ21への移転はチャンス?! 

＊学校の教室や体育館を利用 

＊市の公民館を利用   

  （子育てサロンへの貸出しや臨時児童館、こども広場での臨時利
用） 

  （こども広場には成長に合わせた部屋を確保、お母さん方も話が  

  できる場所もつくり、そこはみんなが集まれる場所になってほ 
  しい。 子育てサロン等への貸出し可能な部屋） 

子育てのための施設がほしい！ 

 （毎月第○週△曜日） 
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 子育てカフェで、子育て中のお母さん方から
お話を聞き、子育ては待ってくれない、
「今」支援が必要なのだと実感しました。 
 

 ぜひ、「いつか」ではなく、「今」子育て
中の方自身が少しでも安心して子育てをして
いけるよう、共に考え、取り組んでいきたい
と思います。 


